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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

８体外受精卵の大 量作 出

分類 ③

（２）牛卵胞卵子の体外成熟における酸素濃度の影

響

ｌ～３年（継続）

牛 卵 胞 卵 子 の 体 外 成 熟 における酸素濃度の影響を検討し、旺の発育率

を向上することにより、体外受精卵の大量作出技術の確立に役立てる

Ⅱ試験方法

1．試験区分（卵子の成熟培養時の酸素濃度）

試験区’） 一河~雨~反可
酸素濃度（％） ２．５ ，

、、１０．Ｃ５．０ ， 1０．０ ２１．０２１１１

炭酸カース濃度（％） 一 で冒一可
注）'）０２‐ＣＯ２‐Ｎ2ｲﾝｷﾕﾍー ﾀーを使用

２
)ＣＯ２ｲﾝｷﾕﾍ､､－タを使用し、５．０％炭酸力､、ｽ、９５．０％

空気に調整した際の酸素濃度

２卵 子 の 成 熟 培 養

（１）培地５%子牛血清添加ＴＣＮ199

（２）気相条件「ユ試験区分」に示す。

（３）培養時間２０‐２４時間

３媒精

（１）培地１０解ｇ／ｍｌヘバリン添加ＢＯ液

（２）精子濃度ｌＯｘ１０６／mｌ

（３）卵子一精子共培養３時間

４ 庇 の 発 生 培 養

（１）培地１０％子牛血清添加ＴＣＮｌ９９

（２）気相条件５%炭酸ｶｰｽ、９５%空気

（３）培養期間１０日間

５調査項目精子侵入率、８ 細胞期旺率、HZi盤胞期旺率

Ⅲ主要成果の概要

。

牛卵胞卵子の成熟培養時の酸素濃度を１０％にすることにより、旺盤胞

へ の発育率が向上することを 明 ら か に し た⑨

１各濃度間において精子侵入率には差は見られないが、酸素濃度５．０％

以下では、多精子侵入が 多 く 発 生 す る 傾 向 に あ る ｡

２８細胞期旺率は、酸素濃度５．０～２１．０％の間では顕著な差はないが、

旺盤胞期旺率は１０．０％の場合に最高値を示していることから、卵子の

成熟培養には１０．０％の酸素濃度が適している０

３５ ％ の 酸 素 濃 度 は 卵 管 内の酸素濃度に近いが、旺盤胞期歴率の向上は
認められない｡

４２．５％の酸素濃度は、卵子の成熟培養には不適当である Ｃ

－２８２－



Ⅳ 主要成果の具体的データ

第１表酸素濃度と精子侵入率

酸素実験供試精子侵入多精子侵入

濃度（％）回数卵子数卵子数（％）’》卵子数（％）動

2．５３３８３４(９０）１３（３４）

5．０３５１５０（９８）２１（４１）

10.0３３７３３(８９）４（１１）

2１．０６５４５０(９３）８（１６）

注）①’１精子侵入率＝（精子侵入卵子数÷供試卵子数）×１００

②２)多精子侵入率＝（多精子侵入卵子数÷精子侵入卵子数）ｘｌＯＯ

第２表酸素濃度と８細 胞期歴率

酸素ＢＤ
１】 ＢＢ ２）

濃 度実験供試８細胞期実験供試８細胞期

( ％ ） 回 数 卵 子 数 旺 数（％)２）回数卵子数旺数（％）２１

２．５７２９３３８（１３．０）４１４２２４（１６．９）

5.0７５０６１４８（２９．２）．１０１０５０３６７（３５．０）

10.0９７９３２７５（３４．７）１０９７７３４５（３５．３）

2１．０５４３０１５１（３５．１）１６１２５１３３１（２６．５）

注）①’）ＢＤは黒毛和種×ﾎﾙｽﾀｲﾝ種、ＢＢは黒毛和種×黒毛和種

②２）８細胞期歴率＝（８細胞期歴数÷供;試卵子数）×１００

第３表酸素濃度と旺盤胞期旺率

酸 素ＢＤＢＢ

濃 度 実 験 供 試 旺盤胞期実験供試旺盤胞期

(％）回数卵子数旺数（％）’）回数卵子数旺数（％）！’

2.5７２９３２７（９．２）４１４２９（６．３）

5 . 0 ７ ５ ０ ６ １ ０ ４ （ ２０．６）１０１０５０１０９（１０．４）

1０．０９７９３２２７（２８．６）１０９７７１６１（１６．５）

2１．０５４３０８６（２０．０）１６１２５１１４９（１１．９）

注）’）旺盤胞期旺率＝（旺盤胞期服数÷供試卵子数）ｘｌＯＯ

Ｖ成 果の評価と取扱上の留意点

体 外 受 精 研 究 の 情 報 と して活用できる｡

Ⅵ今後の研究上の問題点

１発生培養時の酸素ﾐ濃度が旺の発育に及ぼす影響

２炭酸ガス濃度が卵子の成 熟 や 旺 の 発 育 に 及 ぼ す 影 響
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